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ここがポイント！【研究内容】

λンύΫ࣭の化学త分子ઃܭにͮ͘ج
ਓ߬ૉ͓よͼ生体ࡐྉの合ཧత։ൃ

େಎ 光࢘ OOHO3A ,PKi

応用化学専攻 准教授
࣭ػ化学講座 ߏ༗ػ化学領域 ྛ研究室

wのߴい物質ม応で͋るアルΧンのૉ - ਫૉ݁合の
બతਫࢎ化やΦϨϑΟンのγΫロプロύン化をਐ行さͤるਓ
。ஙߏૉを߬

w光子ີの低いଠཅ光を用いたਓ光合成にඞཁͳ光ัूܥを
৭ૉؚ༗タンύΫ質のू合化によるಠࣗ手法により開発。

w化学とόイΦの༥合による࣋ଓ可能ࣾձの࣮現に͚て、分子
地͔らタンύΫ質をվมݟや作用機ংに注目して化学తߏ
し、৽しいਓ߬ૉや生体材料を合理తにઃܭʗௐできる手
法のཱ֬を目ࢦす。

生体機能ؔ連化学、生物ແ機化学、生物物ཧ、生体৮ഔ、
ਓ光合

応用分野 低ڥෛՙ物質ม৮ഔ、医療材料、エネルギー生࢈

論文・解説等
[1] K. Oohora et al., J. Am. Chem. Soc. 2020, 142, 1822.
[2] K. Oohora et al., Angew. Chem. Int. Ed. 201�, 58, 13813.
[3] K. Oohora et al., J. Am. Chem. Soc. 2018, 140, 1014�.

連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/dhaZashJken/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ϦϘεイονΛ用͍ͨҨ子ൃݱ
に͓͚るϊイζٴͼᮢの੍ޚ

Ճ౻ ହ ,A5O :asuIiLP

生物学専攻 准教授
ੜ学講座 ੜ໋ڥγεςϜ学領域 ᬒ研究室

w 3/" ݁合タンύΫ質 4)&1 ͕ミδンコの性ܾ定遺伝子の m3/" の �ǵ 
653 に݁合し、༁を੍することを発ݟ。これは֬తͳ遺伝子の
సࣸ（ϊイζ）をΩϟンηルするϦϘスイονとしてಇいている。

w 性ܾ定遺伝子の �ǵ 653 とॏෳしたྖҬを༗するϊンコーσΟン
グ 3/" 	lnc3/"
 ͕ 4)&1 をトϥοプしϊイζΩϟンηルを解আする
ことを発ݟ。

w 4)&1 の発現ྔでϊイζΩϟンηϦングのᮢ͕ܾまることを発ݟ。
w 3/" ݁合タンύΫ質ײड性ϦϘスイονと lnc3/" を組Έ合Θͤたϊ

イζϑϦー͔ͭ遺伝子発現のᮢのコントロール͕可能ͳਓ遺伝子
発現੍ޚγスςϜを開発த。

R/" ݁合λンύΫ࣭、LODR/"、ϦϘεイον、
Ҩ子ൃޚ੍ݱ、ϊイζ

応用分野 医療・ヘルスケア分野、薬関࿈

論文・解説等
[1] CAG. Perez et al., PLoS Genet., 2021, 17, e100�683.
[2] Y. Kato., H. Watanabe., In: Jurga S, Barciszewski J. 	ed.
 The Chemical Biology of Long Noncoding RNAs, Springer,ç2020, 8�r102.
[3] Y. Kato et al., Curr. Biol., 2018, 28, 1811-1817.e4.

連絡先 URL https://www-CJo.eng.osaka-u.ac.jp/e[/
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ここがポイント！【研究内容】

ա༹ࢎӷΛ用͍ͨ
҆શ・࣮֬ͳੈքॳのەࡴख๏

野 উٱ ,I5ANO ,aUsuIisa

ෟଐアトミοΫσβイン研究ηンター 准教授
ද໘Ԡ੍ޚઃܭ研究෦ ϓϥζϚԠ༻ઃܭ分

プϥζϚەࡴの研究を௨͡て、ա（00/02(）ࢎ༹ӷを用いた
ੈքॳのەࡴ手法を開発した。աࢎは活性ࢎૉૉछのҰͭと
して͔͘ݹらられている͕、ەࡴ剤としてこれまでར用された
ことはແい。化学合成でಘられた 1. のա༹ࢎӷはաࢎ化ਫૉ
10,000� に૬するඇৗにߴいྗەࡴを༗している͕、গͳ͘
とも 0.1. のաࢎでಟ性͕ແいこと͕҆શ性ݧࢼで分͔った。
ैདྷのەࡴ剤とൺて҆શ性とྗەࡴのൺ͕ѹతに༏れ、これ
までのৗࣝを෴す৽نのەࡴ剤として、医療、৯、ۀ分野
での࣮用化͕ظできる。

ѹプϥζϚؾૉૉछ、େࢎ性׆、ەࡴ

応用分野 医療・ヘルスケア分野、৯分野、ۀ分野

論文・解説等
[1] T. Yokoyama, K. Kitano, et al., Chemical Research in Toxicology, 33, 1633, 2020.
[2] S. Ikawa, K. Kitano, et al., J. Physics D: Appl. Phys. 4�, 40�401, 2016.
[3] 野উٱ、୩ಞ࢙、Ҫ૱、த島ཅҰ、本ࠃ特ڐୈ608702�߸、2016.

連絡先 URL http://www.ppl.eng.osaka-u.ac.jp/kJtano/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ʮϫσΟンτンܗʯの֓೦に͍ͨͮج
分化༠ಋプロηεの։ൃ・࣋๔のະ分化維ࡉװ

ۚ ඒւ ,IM MFF�HaF

生物学専攻 准教授
ੜ学講座 ੜϓロηεγεςϜ学領域 لϊԬ研究室

๔૿෯ഓཆ͓よͼࡉ、るためには͛ܨར用にۀ࢈๔をࡉװ
組৫化ഓཆに͓いて、ࡉ๔ྔを֬อするための૿෯ഓཆと
目తのࡉ๔分化༠ಋを行͏ഓཆ͕ॏཁͳఔとͳって͓
ります。本研究グループでは、ʮࡉ๔ڍಈを操作するࡉ๔外
、にͭいてࣔしಈの関ڍ๔ࡉʯに͓いて、場とܭ場のઃڥ

ʮࡉװ๔のڍಈ੍ޚにͮ͘جҼ性γグφルの༠発をհした
ະ分化維࣋・分化ํ性の੍ޚʯを可能とするഓཆプロη
スの開発を行って͓ります。

ܭಈ、ഓཆプロηεઃڍ๔ࡉ、ޚ๔、ӡ੍໋ࡉװ

応用分野 生医療、薬研究　࠶

論文・解説等
[1] M.-H. Kim and M. Kino-oka, Biotechnol. Bioeng. 117, 832r843 	2020

[2] M.-H. Kim and M. Kino-oka, Biotechnol. J. 1�, e1�00314 	2020

[3] M.-H. Kim and M. Kino-oka, Trends Biotechnol., 36, 8�r104 	2018


連絡先 URL https://www-CJo.eng.osaka-u.ac.jp/ps/JnEeYj.html
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ここがポイント！【研究内容】

ཤྺΛʮΈ͑る化ʯ͢る߁݈
ໟ࣭ྔ分ੳイメージング

৽ؒ लҰ SHIMMA SIuiDIi

生物学専攻 准教授
ੜ学講座 ੜݯࢿ学領域 ࡚研究室

質ྔ分ੳイϝーδング（.4*）は、ย化したࢼ料ද໘に͓いて
質ྔ分ੳを行͏ことで、༷ʑͳ分子を可視化できる特の͋
る分ੳ手法です。༷ʑͳࢼ料にద用可能で͋り、イΦン化さ͑で
きれͲのよ͏ͳ分子もࢼ料の分͕可視化できます。現ࡏは、
ໟの .4* も開発しています。ໟはਓؒの体の݈߁ཤྺをࣗ
ಈతに記するഔ体です。ໟを͔ࠜݩらໟઌに͚て .4* を
行い、取りࠐまれた分子分を可視化することで৽しい݈߁Ϟχ
タϦング法͕開発できると͑ߟています。まͣはストϨス可視化
の࣮現に͚て研究を行ͳっています。

࣭ྔ分ੳ、ະછ৭イメージング、生体৫、ໟ

応用分野 医療・ヘルスケア分野、薬関࿈

論文・解説等
[1] Takeo E, Sugiura Y, Ohnishi Y, Kishima H, Fukusaki E, Shimma S., ACS Chem Neurosci. 2021� 12: 207�-2087.
[2] 特願2020-162028
[3] 特願2021-0816�8

連絡先 URL https://www.GukusakJ-laC.com/home

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

όイΦҩༀの
༌ૹ࣌の҆ఆ性にؔ͢るڀݚ

ௗ 生 5O3IS6 5FUsuo

生物学専攻 准教授
ੜ学講座 ߴ分子バイオςΫϊロジー領域 ࢁ研究室

όイΦ医薬のओ薬ޮ成分で͋るタンύΫ質は、༌ૹ࣌の機ցతストϨ
ス（ৼと͏やམԼ）によってूڽします。生成したूڽ体は薬ޮの低Լ
やॏಞͳ෭作用をҾきىこす可能性͕͋るため、҆શͳόイΦ医薬を
開発するためには、༌ૹ࣌のストϨスにରするタンύΫ質の҆定性に関
する研究͕͔ܽͤまͤん。ͦ のため、ࢲはҎԼの研究に取り組んでいます。
w όイΦ医薬༌ૹ࣌の҆定性を؆ศ͔ͭਖ਼֬にධՁできる৽نධՁܥ

のཱ֬
w แ༰ثをؚΉόイΦ医薬剤の૯合త理解と༌ૹ࣌の҆定性্
w 機ցతストϨスによるタンύΫ質ूڽのϝΧχζϜ解໌

λンύΫ࣭、όイΦҩༀ、ࡎ、҆ఆ性

応用分野 医療・ヘルスケア分野、薬・薬分野

論文・解説等
[1] Kizuki S, Wang Z, Torisu T, et al., J Pharm Sci. in press. 
[2] Torisu T, Shikama S, Nakamura K, et al., J Pharm Sci. 2021�110	�
:2121-212�.
[3] Torisu T, Maruno T, Yoneda S, et al., J Pharm Sci. 2017�106	10
:2�66-2�78.

連絡先 URL https://macromolecularCJotechnologZ.com/
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ここがポイント！【研究内容】

生体৫光学に͍ͨͮج
技術の։ൃྍ࣏・ਫ਼அߴ

ٱ ؒ HA;AMA HisaOaP

学専攻 准教授エネルギーڥ
ྔ子ΤωルΪー学講座 ྔ子ϏーϜԠ༻学領域 ҄研究室

wϨーβーや -&% を用いて؞、齲蝕ͳͲ༷ʑͳ࣬ױのஅ・࣏療を
҆શ͔ͭߴਫ਼に行͏ための機ثや手法の開発を行っています。

w分子Ϩϕルでのஅ・࣏療ϝΧχζϜの研究、ޮ果をਖ਼֬に༧ଌ
するためのࢉܭ機γミϡϨーγϣンの開発ͳͲも行っています。

wϨーβーで༷ʑͳ分子をイΦン化し、質ྔ分ੳを行͏ことでタンύ
Ϋ質や薬物ͳͲ医療でもॏཁͳ分子を分ੳする手法の開発も行っ
ています。

w༷ʑͳ分子の分をࡉ๔Ϩϕルのେきさまで؍可能ͳߴ解૾
質ྔ分ੳイϝーδング技術の開発も行っています。

光ҩྍ、؞、齲蝕（虫歯）、࣭ྔ分ੳ、分子イメージング

応用分野 医療・ヘルスケア分野、薬関࿈

論文・解説等
[1] S. Kondo, H. Hazama, et al., J. Biomed. Opt. 27	10
, 10�004 	2022
.
[2] 
6	, ҄உ, Ϩーβー研究 48ٱؒ, 2�6r300 	2020
.
[3] 
�	, 応用物理 86ٱؒ, 402r406 	2017
.

連絡先 URL http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/seemC/seemC/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

生物学తΈにࠜࠩͨ͠
όイΦϚςϦΞϧによるࠎ機能化੍ޚ

দ֞ ͍͋Β MA5S6(A,I AiSa

ϚςϦアル生࢈Պ学専攻 准教授
ྉ学領域 த研究室ࡐ学講座 ੜମ化ϓロηεػྉࡐ

w த野و༝教授（ࡕେ・）とともに、材料学・生物Պ学の༥合によ
る৽しいόイΦϚςϦアル研究に取り組んでいます。

w 生体͕ͦࠎのඍߏࡉにͮجき機能を発شするための生物学త組Έ
を解໌し、材料を੍ޚすることで生物の特性をҾき出す医療σόイス
の・開発を行っています。

w 材料学にࡉͮ͘ج๔機能の੍ޚは、これまでの医学研究のৗࣝを෴
し、遺伝子やタンύΫ質の৽たͳ機能の発ݟを可能とし、৽しい学
ྖҬを開しています。

w ͕んやײછͳͲॏಞͳ࣬ױのֵ৽త医療࣮現にͭͳ͕る研究成果と
して、ૅج・ྟচ྆໘͔らେきͳ注目をूめています。

όイΦϚςϦΞϧ、ۚଐࡐྉ、ࠎඍߏࡉ、ࡉ๔੍ޚ、
ҟ分野༥合

応用分野 医療σόイスࠎ、生医療、薬、υϥοグσϦόϦーγスςϜ࠶ࠎ

論文・解説等
[1] A. Matsugaki, T. Nakano, et al., International Journal of Bioprinting, 6 	2020
 2�3.
[2] A. Matsugaki, T. Nakano, et al., Biomaterials, 20� 	201�
 103-110.
[3] দ֞͋いら, த野و༝, ʰਓثଁʕ࠷近のਐา ɦ化ࠎ༠ಋܕਓثଁࠎ研究の࠷લઢ, ਓ�0 ,ثଁ 	2021
 in press.

連絡先 URL http://www.mat.eng.osaka-u.ac.jp/msp6/nakano/
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ここがポイント！【研究内容】

ՃՁόイΦҩༀߴ・࣭ߴ
生࢈γεςϜの։ൃ

三﨑 亮 MISA,I 3ZP

生物学ྲྀަࡍࠃηンター 准教授
Ԡ༻ඍੜ学研究室 ౻ࢁ研究室

ߏはタンύΫ質や体の生物学త活性にେきͳӨڹを与
͑る。タンύΫ質生॓࢈ओࡉ๔のम০ܦ࿏を遺伝子学తに
վมし、より機能性をߴめたόイΦ医薬を生࢈できるόイΦϦ
アΫターを開発する。さらに、ࡉ๔༌ૹを੍ޚすることで目త
タンύΫ質をよりଟ͘生࢈できるόイΦϦアΫターを開発する。
また、߅පݪ体活性をもͭ体のߏをվมし、֘活性の
い体を作出する。よりߴͳͲ機能性のݮ๔ಟ性のܰࡉや্
に༏しい医薬を開発しऀױ、をୡ成することで࢈生ߴ、質ߴ
たい。

、όイΦҩༀ、όイΦϦΞΫλー、පݪ体、ࡉ๔༌ૹ

応用分野 医療・ヘルスケア、薬関࿈、物質生࢈

論文・解説等
[1] Misaki R. et al., Cytotechnology, 74, 163-17� 	2022
.
[2] Nguyen T.S., Misaki R., et al., Cytotechnology, 72, 343-3�� 	2020
.
[3] Priyambada S.A., Misaki R., et al., Biochem. Biophys. Res. Commun., �03, 1841-1847 	2018


連絡先 URL http://www.JcC.osaka-u.ac.jp/GujJZama@laC/JnEeY.html

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

生͖ͨࡉ๔のにؔΘる
࣭・ఔઃܭの։ൃͱਓࡐҭ

ਫ୩ 学 MI;65ANI MaOaCu

ෟଐϑϡーνϟーイϊϕーγϣンηンターʗ生物学専攻 ࢣߨ
ςΫϊΞϦーφ領域 لϊԬ ࡉ๔ίτͮ Γ͘ڌ

w 生きたࡉ๔をとする՝（ࡉ๔性）を理解しͭͭ、ߴ質͔
ͭ҆Ձͳ͕څڙできるఔઃܭに関する研究を行っています。

w コアとͳる技術ߏங（Ϟϊͮ͘り）、࣮用化をݟਾ͑た੍نର応（ルー
ルͮ͘り）、ηンスのྑいਓ材の出（ώトͮ͘り）をҰ体化し、生き
たࡉ๔をࢢ場でྲྀ௨できるࣾձγスςϜのߏஙʮコトͮ͘りʯに
。する活ಈを行っていますࢿ

w ৽しいۀ࢈分野のߏங͕Ұऀ͚ͩではできͳいことをҙࣝし、࢈学
ຽのྗڠ、教ҭ・研究・ۀ࢈化・生活にରする活ಈ͕࿈ܞ可能ͳエコ
γスςϜのߏஙをਪਐします。

๏、ίτͮە๔性、ແࡉ、ܭఔઃ、๔ࡉ Γ͘

応用分野 医療・ヘルスケア分野、薬関࿈分野、৯分野

論文・解説等
[1] M. Kino-oka et al., Cell & Gene Therapy Insights. 201�� �	10
: 1347-13��.
[2] ਫ୩学΄͔, 医薬医療機ثϨギϡϥトϦーαイエンス. 2021� �2	4
: 2�3-2��.
[3] M. Mizutani et al., Regenerative therapy. 2016� �: 2�-30.

連絡先 URL https://www-CJo.eng.osaka-u.ac.jp/ps/JnEeYj.html
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ここがポイント！【研究内容】

9 ઢࣗ༝ి子Ϩーβーʢ9'&LʣΛ用͍ͨ
λンύΫ ・࣭߬ૉのಈతߏ機能૬ؔの解໌

 ӫҰߔ MI;OHA5A &iiDIi

応用化学専攻 ࢣߨ
࣭ػ化学講座 ߏཧ化学領域

生体ߴ分子（タンύΫ質・֩ࢎ・߬ૉ）͕機能する࣌にىこるཱ
体ߏม化のશを、ݪ子Ϩϕルの解૾でଊ͑たྫࣄはຆͲ͋
りまͤん。࠷ઌのྔ子技術で͋る 9 ઢࣗ༝ి子Ϩーβー（9'&-）
を応用した࣌分ׂγϦアルϑΣϜトඵ݁থߏ解ੳ法（4'9）を
$02 ଌにద用し、৮ഔܭ定߬ૉ、ۚଐ߬ૉ、ບタンύΫ質のݻ
応தに࣌ʑࠁʑとಈ༷͘子を、ৗԹ͔ͭ放射ઢଛইのͳいঢ়ଶで
શ解໌することをਫ਼に可視化した্で、応աఔのશをߴ
目ࢦしています。

9 ઢࣗ༝ి子Ϩーβー、γϦΞϧϑΣϜτඵ݁থߏ解ੳ、
ಈతߏ解ੳ

応用分野 医療・ヘルスケア分野、薬関࿈、地ڥٿอશ

論文・解説等
[1] �Mizohata et al., Biophys Rev 10, 20�-18 	2018
.
[2] Nakane et al., � �Mizohata, PNAS 13, 1303�-44 	2016
.
[3] Fukuda et al., � �Mizohata, PNAS 113, 2�28-33 	2016
.

連絡先 URL http://www.mls.eng.osaka-u.ac.jp/dmol@rec/JnEeY@+.html

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

光応答性プローブによる
生体分子機能の操作

蓑島 維文 MINOSHIMA Masafumi

応用化学専攻 准教授
分子創成化学講座 ケミカルバイオロジー領域 菊地研究室

光を使って生体分子機能を特定の場所・タイミングで操作する手
法は、生命現象を理解するための技術として近年注目されている。
本研究ではこれらの手法に応用できるツールとして、光刺激によ
り生理活性物質や薬剤を放出 / 分解できる化合物（光応答性プロー
ブ）の開発を行っている。近年の成果として、記憶形成に関与す
る遺伝子発現を紫外光照射のタイミングでコントロールできるこ
とを報告した。また、紫外光より低エネルギーの可視～近赤外光
照射に応答するプローブの開発にも取り組んでいる。

光操作技術、化学プローブ、ケージド化合物、イメージング

応用分野 医療・ヘルスケア分野、材料分野

論文・解説等
[1] R. Hashimoto, M. Minoshima, et al., Chem. Sci. 2022, 13, 7462-7467.
[2] 蓑島維文、橋本龍、菊地和也　特願2021-022014.
[3] T. Imoto, M. Minoshima, et al., ACS Cent. Sci. 2020, 6, 1813-1818.

連絡先 URL https://www-molpro-mls.eng.osaka-u.ac.jp
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όイΦҩༀ生࢈のͨΊの
৽॓نओࡉ๔の作

野ʵཱ ൣ子ࢁ :AMANO�A%A$HI NPSiLP

生物学専攻 准教授
ੜ学講座 ੜ化学学領域 େ研究室

wόイΦ医薬ͳͲの組͑タンύΫ質の৽たͳ生॓࢈ओࡉ๔
のީิとして、νϟイχーζϋϜスターഏ組৫より $hJnese 
hamster lung（$)-）-:/ ๔をथཱした（理研ηルόンΫɿࡉ
3$#�004）。

w$)--:/ もଟ͘用いら࠷๔としてࡉ体医薬の॓ओ߅、๔はࡉ
れる $hJnese hamster oWarZ（$)0）ࡉ๔よりも 2 ഒ͘૿͑、
組͑ന質で͋るന質をよりૣ͘生࢈する。

w$)0 ͼٴ๔ࡉ $)--:/ ௨してΈられるછ৭体ෆ҆定ڞ๔でࡉ
性にண目し、స࠲のϝΧχζϜ解ੳやΦϦδφルࡉ๔גの取ಘ
を行っている。

όイΦҩༀ、生॓࢈ओࡉ๔、$)0 /:�๔、$)Lࡉ 、๔ࡉ
છ৭体

応用分野 医療・ヘルスケア分野、薬関࿈

論文・解説等
[1] N Yamano-Adachi et al., Scientific reports, 10 	1
: 17612, 2020.
[2] N Yamano-Adachi et al., J. Biosci. Bioeng, 12� 	1
: 121-128, 2020.
[3] N Yamano et al., J. Biosci. Bioeng, 122 	2
: 226-231, 2016. 	本生物学ձ文ड
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